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韓
国
の
中
間
層
は
、
一
九
六
〇
年
代

以
降
の
急
速
な
経
済
発
展
に
と
も
な
う

産
業
構
造
の
変
化
や
一
九
八
〇
年
代
後

半
に
起
き
た
民
主
化
な
ど
の
社
会
変
革

を
経
て
、
そ
れ
ら
の
恩
恵
を
享
受
し
、

経
済
的
・
政
治
的
な
地
位
を
確
立
し
な

が
ら
拡
大
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
一

九
九
〇
年
代
後
半
に
起
こ
っ
た
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
国
内
の
労

働
市
場
は
急
速
に
不
安
定
化
し
、
所
得

格
差
が
増
大
し
た
こ
と
で
、
一
時
的
に

中
間
層
は
縮
小
し
た
と
考
え
ら
れ
た

（
梁
﹇
二
〇
〇
五
﹈）。

　

そ
れ
で
も
近
年
で
は
、
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
優
に
二
万
ド
ル
を
超
え
る
に

至
り
、
総
人
口
五
〇
〇
〇
万
人
弱
の
韓

国
に
は
消
費
市
場
と
し
て
の
魅
力
も
大

き
い
分
厚
い
中
間
層
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
韓
国
の
中
間
層
が
も
つ
購

買
力
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
自
動
車

や
小
売
、
外
食
産
業
な
ど
の
分
野
で
日

本
企
業
の
韓
国
進
出
が
近
年
相
次
い
で

い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
韓
国
の
中
間
層
と
は
ど

の
よ
う
な
階
層
に
属
す
る
人
々
の
こ
と

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
間
層
の
定

義
付
け
に
は
、
所
得
や
資
産
の
分
布
状

況
や
主
観
的
な
階
層
帰
属
意
識
も
重
要

で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
主
に
社
会
学

者
ら
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
職
業
や
職

種
、
従
業
上
の
地
位
、
雇
用
形
態
に
よ

る
分
類
方
法
を
参
考
に
し
た
い
。

　

有
田
﹇
二
〇
〇
二
﹈
に
よ
る
韓
国
の

社
会
階
層
区
分
を
示
し
た
図
1
に
よ
れ

ば
、
主
に
組
織
部
門
に
お
い
て
事
務
・

専
門
・
技
術
・
管
理
業
務
に
従
事
す
る

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
を
新
中
間
層
、
専

門
・
技
術
職
以
外
の
自
営
業
者
を
旧
中

間
層
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
階
層
を
合

わ
せ
て
中
間
層
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し

て
被
雇
用
形
態
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
業

務
に
従
事
す
る
者
や
生
産
職
従
事
者
に

代
表
さ
れ
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
職
な
ど
は

労
働
者
層
と
し
て
区
分
さ
れ
、
賃
金
や

処
遇
、職
業
威
信
な
ど
の
面
で
新
中
間
層

と
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
存
在
す
る
。

●
内
部
分
化
す
る
中
間
層

　

現
代
の
韓
国
に
は
一
定
の
購
買
力
を

も
つ
新
旧
二
種
類
の
中
間
層
が
厚
く
形

成
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
所
得
水
準

や
資
産
規
模
な
ど
で
個
人
・
世
帯
間
に

は
当
然
、
中
間
層
内
部
で
も
大
き
な
バ

ラ
ツ
キ
が
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
中
間

層
内
部
に
お
け
る
個
人
・
世
帯
間
の
散

ら
ば
り
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
不
安
定

な
雇
用
環
境
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
所

得
・
賃
金
格
差
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
降

は
企
業
の
構
造
調
整
や
人
員
整
理
が
相

次
い
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
企
業
内
部

の
労
働
市
場
は
融
解
し
、
雇
用
の
柔
軟

化
が
急
速
に
進
行
し
た
。
日
本
ほ
ど
強

く
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
長
期
の
雇

用
慣
行
や
賃
金
の
年
功
制
と
い
っ
た
雇

用
シ
ス
テ
ム
も
急
激
に
弱
化
し
た
。
そ

し
て
、
企
業
は
雇
用
・
解
雇
コ
ス
ト
が

か
さ
み
、
調
整
の
困
難
な
正
規
雇
用
を

抑
制
し
、
雇
用
調
整
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
に

も
な
り
得
る
非
正
規
雇
用
を
拡
大
し
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
賃
金
労
働
者
全

体
に
占
め
る
非
正
規
雇
用
者
の
割
合
は

こ
の
一
〇
年
の
間
、
三
割
以
上
の
高
止

ま
り
が
続
い
て
い
る
。

　

正
規
職
か
非
正
規
職
か
の
違
い
は
賃

金
格
差
や
待
遇
格
差
と
な
っ
て
如
実
に

表
れ
て
く
る
。
二
〇
一
〇
年
の
デ
ー
タ

で
は
、
非
正
規
職
は
正
規
職
に
比
べ
て

月
収
ベ
ー
ス
で
五
割
強
、
時
給
ベ
ー
ス

で
も
六
割
強
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
正
規
職
と
非
正
規
職
の
平
均
所
得

格
差
は
年
齢
と
と
も
に
拡
大
す
る
傾
向

が
あ
る
。
大
卒
で
あ
り
な
が
ら
も
非
正

規
雇
用
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

若
年
層
を
悲
観
し
て
、
彼
ら
の
平
均
月

収
を
表
し
た
「
八
八
万
ウ
ォ
ン
世
代
」

（
七
万
円
弱
）
と
い
う
言
葉
が
数
年
前

図 1　韓国の階層分類
従業上の地位

雇用主 自営
（無給家族従事者含む）

被雇用者

職

業

専門・技術

管 理 資本家層 新中間層

事 務

旧中間層
販 売

サ ー ビ ス 労働者層

技能・労務

農 林 漁 業 農民

（出所）有田［2002］。

特 
集

イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
中
間
層

渡
辺
雄
一

韓
国
の
中
間
層

― 
階
層
分
化
と
取
り
巻
く
経
済
・
社
会
環
境 

―
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に
は
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
た
。

　

雇
用
形
態
の
違
い
に
よ
る
中
間
層
内

部
で
の
階
層
分
化
と
合
わ
せ
て
注
目
さ

れ
る
の
が
、
旧
中
間
層
と
呼
ば
れ
る
自

営
業
層
の
存
在
で
あ
る
。
韓
国
の
自
営

業
層
は
、
産
業
化
の
過
程
で
経
済
活
動

の
組
織
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
っ
た

一
方
で
、
経
済
成
長
と
と
も
に
拡
大
し

て
き
た
。
開
発
途
上
国
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
貧
困
層
に
近
い
、
い
わ
ゆ
る
都
市

部
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
と
は

異
な
り
、
一
定
の
所
得
や
生
活
水
準
を

有
す
る
階
層
で
あ
る
。
韓
国
の
場
合
、

全
就
業
人
口
に
占
め
る
自
営
業
者
の
割

合
が
近
年
で
も
約
三
割
に
達
す
る
ほ
ど

高
く
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
は
ト

ル
コ
や
メ
キ
シ
コ
に
次
ぐ
）、
退
出
入

も
激
し
く
流
動
性
が
高
い
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

　

自
営
業
層
の
な
か
で
最
も
多
い
年
代

は
四
〇
〜
五
〇
代
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

不
安
定
な
雇
用
情
勢
か
ら
早
期
退
職
後

に
独
立
す
る
ケ
ー
ス
が
珍
し
く
な
い
と

同
時
に
、
組
織
内
部
に
お
け
る
昇
進
や

昇
給
の
可
能
性
が
制
限
さ
れ
て
い
る
ブ

ル
ー
カ
ラ
ー
層
な
ど
に
と
っ
て
、
自
営

化
は
社
会
経
済
的
な
地
位
上
昇
の
経
路

と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
（
有
田
﹇
二
〇
〇
二
﹈）。
し
か
し
、

自
営
化
す
る
業
種
は
主
に
飲
食
・
宿
泊

業
や
卸
売
・
小
売
業
、
不
動
産
仲
介
業

な
ど
に
偏
重
し
て
お
り
、
独
立
以
前
の

職
業
キ
ャ
リ
ア
で
習
得
し
た
技
能
や
経

験
を
生
か
せ
る
同
業
種
で
の
起
業
は
決

し
て
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
事
業
資

金
と
し
て
多
額
の
資
本
借
り
入
れ
を

行
っ
て
も
経
営
が
軌
道
に
乗
ら
ず
、
多

額
の
負
債
を
抱
え
込
む
ケ
ー
ス
も
珍
し

く
な
い
。

● 

中
間
層
を
取
り
巻
く
学
歴
競
争

と
不
動
産
神
話

　

韓
国
は
高
い
進
学
熱
や
受
験
戦
争
の

激
し
い
社
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
中
間
層
の
人
々
に
と
っ
て
、
教
育

水
準
は
社
会
経
済
的
な
地
位
達
成
や
上

昇
移
動
の
成
否
を
決
定
付
け
る
ほ
ど
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
有
田

﹇
二
〇
〇
二
﹈
に
よ
れ
ば
、
初
職
段
階

に
お
い
て
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
へ
就
業

で
き
る
か
否
か
は
本
人
の
教
育
水
準
が

重
要
な
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後

の
社
会
的
な
地
位
達
成
を
大
き
く
規
定

し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
学
歴
別
に
よ
る
賃
金
水
準

の
格
差
（
高
卒
よ
り
も
大
卒
、
大
卒
よ

り
も
大
学
院
卒
が
高
い
）
や
企
業
規
模

に
よ
る
所
得
水
準
の
格
差
（
中
小
企
業

よ
り
も
大
企
業
の
ほ
う
が
高
い
）
も
大

き
く
存
在
し
て
い
る
。
経
済
的
便
益
の

追
求
と
と
も
に
、
根
強
く
残
る
「
大
企

業
志
向
」
や
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
志

向
」と
い
っ
た
社
会
的
威
信
の
追
求
が
、

人
々
を
よ
り
一
層
の
学
歴
競
争
に
走
ら

せ
る
。
今
や
大
学
進
学
率
が
八
割
を
超

え
る
韓
国
で
は
、
単
な
る
大
卒
・
大
学

院
卒
で
は
意
味
が
な
く
、
さ
ら
に
よ
り

「
良
い
」、
よ
り
「
高
い
」
高
等
教
育
へ

と
人
々
を
向
か
わ
せ
る
。
そ
う
し
た
韓

国
的
条
件
が
就
業
の
多
様
化
を
阻
む
と

同
時
に
、
大
学
や
企
業
の
序
列
化
や
労

働
力
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
高
い
青
年

失
業
率
と
い
っ
た
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。

　

熾
烈
な
学
歴
競
争
社
会
ゆ
え
に
、
子

女
へ
の
教
育
投
資
の
規
模
は
世
代
を
超

え
た
中
間
層
の
再
生
産
や
地
位
上
昇
と

い
う
意
味
で
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

特
に
、
世
帯
主
が
四
〇
〜
五
〇
代
の
家

計
支
出
に
占
め
る
教
育
費
の
割
合
は
突

出
し
て
高
く
、
高
所
得
世
帯
ほ
ど
教
育

投
資
の
規
模
は
大
き
く
な
る
。
教
育
支

出
の
主
た
る
も
の
は
、
私し

教き
ょ
う

育い
く

と
呼
ば

れ
る
塾
や
家
庭
教
師
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

学
校
教
育
以
外
で
差
別
化
を
図
れ
る
教

育
機
会
へ
の
投
資
で
あ
る
。
私
教
育
費

負
担
は
中
間
層
の
家
計
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
そ
の
重
荷
は
頭

の
痛
い
問
題
で
も
あ
る
。

　

高
い
教
育
熱
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

の
が
、
ソ
ウ
ル
首
都
圏
を
中
心
と
し
た

不
動
産
バ
ブ
ル
で
あ
る
。
教
育
熱
心
な

高
所
得
者
層
が
集
中
し
て
居
住
す
る
首

都
圏
の
一
部
地
域
で
は
、
そ
の
周
辺
に

有
力
な
塾
や
補
習
校
が
集
ま
る
こ
と
で

教
育
需
要
が
高
ま
り
、
局
所
的
に
不
動

産
価
格
が
高
騰
し
て
き
た
。韓
国
で
は
、

住
宅
（
主
に
マ
ン
シ
ョ
ン
）
価
格
は
上

が
り
続
け
る
と
い
う
不
動
産
神
話
が
い

ま
だ
根
強
く
残
り
、
家
計
資
産
の
八
割

近
く
は
不
動
産
が
占
め
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
中
間
層
の
多
く
が
短
期
変

動
金
利
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
で
資
金
を
調

達
し
て
実
需
お
よ
び
運
用
目
的
で
住
宅

購
入
・
投
資
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
以
降
は
不
動

産
市
場
の
低
迷
に
よ
り
、
住
宅
価
格
は

小
幅
な
下
落
を
と
も
な
う
調
整
局
面
に

入
っ
た
。
一
方
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
大

半
を
な
す
家
計
債
務
の
残
高
が
九
〇
〇

兆
ウ
ォ
ン
以
上
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い

る
。
住
宅
市
場
の
低
迷
と
家
計
負
債
の

増
大
は
中
間
層
発
の
金
融
危
機
を
誘
発

し
か
ね
な
い
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
け
不
動
産
は
教
育
と
並
ん
で
中

間
層
の
人
々
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
問

題
と
な
っ
て
い
る
。　

（
わ
た
な
べ　

ゆ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

東
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
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